
アルメックステクノロジーズ行動規範



■行動規範の適用範囲
アルメックステクノロジーズ行動規範は、当社グループのすべての役員および従業員に適用されます。

■違反行為への対応
・組織的、個人的な法令違反等（不正行為、コンプライアンス違反、ハラスメント行為またはその疑い
のある行為）について、内部通報窓口を設置しています。
・違反行為等が確認された場合、会社は適切な是正措置を講じるとともに、悪意や重大な過失に
よって行われた違反行為に対しては「就業規則」等に基づき処分を科します。
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人権の尊重
 会社の方針
・会社は、お客様や従業員そして当社の事業活動に関わるすべての人の人権を尊重します。
・会社は、人権侵害に関わることがないよう、人権に関する各国の法令を遵守します。
 求められる行動
・私たちは、互いの人権を尊重し誠実かつ公正に接し、いかなる差別も容認せず、ハラスメント防止にも
努めます。
・私たちは、人権侵害につながる児童労働や強制労働等を行いません。また、取引先に対しても児童
労働や強制労働等に関する法令を遵守するよう協力を要請します。

明るい職場環境
 会社の方針
・会社は、多様な人材を活用し、一人ひとりの能力を最大限に引き出し、付加価値を創造し続ける企
  業運営に取り組みます。
 求められる行動
・私たちは、ダイバーシティを推進し一人ひとりがその能力を最大限に発揮できるよう、職場における円滑
  なコミュニケーションに努めます。
・私たちは、互いに助け合い、目標の達成に向け全員が一致団結しチームワークを発揮します。

第１章 人権
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環境保護
 会社の方針
・会社は、国際的環境規制ならびに各国の環境法令・規則を遵守し、事業活動を通じて社会の信頼
を得るとともに、より良い地球環境の実現を目指します。
・会社は、事業活動の遂行にあたり、環境への負荷や生態系への影響に配慮します。
 求められる行動
・私たちは、環境への負荷に配慮し、グリーン購入・省エネルギー・省資源・廃棄物削減により、資源・
エネルギーの有効活用に努めます。
・私たちは、地球環境の保全・改善に貢献する製品・システム・サービスの提供に努めます。

安全衛生
 会社の方針
・会社は、安心して働ける労働環境を維持するために、安全衛生管理体制を確立し、必要な措置お
よび教育訓練を積極的に推進します。
・会社は、労働時間や休日等に関する労働関連法令を遵守し、健康障害の防止を図るとともに従業
員のワーク・ライフバランスの実現に向け、業務負荷の適正化に努めます。

 求められる行動
・私たちは、安全衛生に関連する法令や社内規則を遵守し、常に社内の整理・整頓・清掃に努め安
全で衛生的な職場の維持、災害の未然防止と拡大防止に努めます。
・私たちは、適正な業務負荷につながるよう、効率的な業務の推進に努めるとともに職場で積極的にコ
ミュニケーションを取り合い、業務の全体最適化を目指します。
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技術・製品の品質
 会社の方針
・会社は、お客様のニーズと品質特性に応えるだけでなく、常にその期待を上回る技術・製品を提供し
顧客満足度の向上を目指します。
・会社は、国際規格や各国の法規制を遵守し、お客様と社会の信頼に応えます。
 求められる行動
・私たちは、品質と安全性を何よりも最優先課題とし、関係する安全・品質基準を遵守します。
・私たちは、技術・製品の安全性や品質に問題や懸念がある場合は、速やかに関係者へ報告し対処
します。
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健全な取引
 会社の方針
・会社は、事業活動を行う各国に適用される独占禁止法・不正な競争の禁止・税法など関連する法
令および規則を正しく理解し遵守します。
・会社は、公正で健全な取引を行い社会からの信頼に誠実に応えます。
 求められる行動
・私たちは、独占禁止法を正しく理解し、競合他社と話し合い、協定を結ぶといった行為を行わず、ま
たそのような疑いをもたれる言動も慎みます。
・私たちは、下請業者と取引を行う場合、代金の支払い方法・期限の遵守、所定の内容を記載した
契約書の交付等、下請法に従って取引を行い、下請業者の利益を侵害する行為を行いません。
・私たちは、不正商品の製造・販売、営業秘密の不正取得・使用等の不正な競争行為を行いません。
・私たちは、適正な輸出入管理と安全保障貿易管理を行うために関連法令や手続きを遵守します。

インサイダー取引
 会社の方針
・会社は、当社グループが保有する未公表の重要事実が不当に開示および使用されないよう厳重に
管理します。

 求められる行動
  ・私たちは、当社グループや取引先等に関する未公表の重要事実を知ったときは、それが公表されるま
で厳重に秘密保持し、その株式等を売買しません。
・私たちは、会社の機密情報の重要事実を家族、友人、特定株主等いかなる者にも開示しません。
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贈収賄防止および贈答・接待
 会社の方針
・会社は、贈収賄に関する各国の法令を遵守し、あらゆる贈収賄を禁止します。特に外国公務員贈
賄は、企業が海外で事業を行う上での重大なリスクであると認識し、公務員との取引においては、
公正かつ透明性のある取引を行います。

 求められる行動
・私たちは、公務員又はそれに準ずる立場の者に対して不正に金品その他の経済的利益を供与した
り、その申し出をしたり、又はその約束をしません。また、公務員等に対しては、関係法令に抵触する
贈答や接待も行いません。
・私たちは、取引先に対し社会通念上の範囲を超える金銭、贈物、接待その他の経済的利益の供与
を行いません。また、いかなる相手にも贈答や接待を要求しません。

利益相反
 会社の方針
・会社は、公正な意思決定を確保するために、会社の利益に反するいかなる個人の行為も容認しま
せん。

 求められる行動
  ・私たちは、会社と競合する事業に関わるなど、会社の利益を犠牲にして、自分自身、取引先または
第三者の利益を図る行為を行いません。
・私たちは、利益相反に該当する、またはその可能性があると感じた時には、速やかにその状況を会社
に報告します。

反社会的勢力
 会社の方針
・会社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与え、経済活動に障害となる反社会的な活動や勢力に
対しては毅然とした態度で臨み、一切の関係を遮断します。
・会社は、マネーロンダリングに関する関係法令を遵守し、一切関与しません。
 求められる行動
  ・私たちは、過去、現在を問わず反社会的勢力と関連性がある相手と一切取引を行いません。
・新規取引先の選定にあたっては、外部の専門機関を通じた反社会的勢力に関する情報の収集およ
び第三者機関による健全度の調査、確認を実施します。
・不明朗な資金の受払いや保管などでマネーロンダリングが疑われる状況には、細心の注意を払います。
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資産管理
 会社の方針
・会社は、経営資源である設備や機器などの有形資産、知的財産や機密情報などの無形資産を適
切に保有・管理します。

 求められる行動
・私たちは、会社資産を適切に管理し、不正利用（情報システムの使用を含む）など資産価値を損
ねる行為は行いません。また、会社から貸与された情報機器は、私的には利用しません。
・私たちは、社内規則に従って会社の知的財産・機密情報を保護し、業務目的以外には使用しません。

他者の知的財産
 会社の方針
・会社は、研究・技術開発を行うにあたり関連法令を遵守し、第三者の知的財産や機密情報を不正
使用しません。

 求められる行動
  ・私たちは、新しい技術を用いた商品等の製造や販売を行う際には、他人が所有する知的財産権を
侵害しないか調査し権利侵害に当たらないか確認します。

  ・私たちは、コンピューターソフトウェアの無断コピーなど、他者が所有する知的財産権を無断で使用しま
せん。 
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情報管理
 会社の方針
・会社は、当社および他社の機密情報や個人情報を適正に取り扱うために、情報に関する管理体制
および基本的なルールを制定することで、不測の損失の発生を防止し、情報管理に関する社会的責
任を果たします。

 求められる行動
・私たちは、会社の機密情報を許可なく他人に開示したり、自分自身の利益のために不正に使用した
りしません。 また、他人から開示を受けた機密情報についても、不正に使用しません。
・私たちは、機密文書の作成・受け渡し・保管および廃棄等に関する社内規則を遵守し、機密情報の
漏洩を防止する措置を講じます。
・私たちは、個人情報の取り扱いに関しては、利用目的など個人情報の保護に関する法令その他の規
則を遵守し厳重且つ適正に管理します。

情報開示
 会社の方針
・会社は、企業の透明性を高めるため適時開示を遵守し、株主・投資家・取引先・地域社会などの
ステークホルダーに対し、重要な会社情報を適時適切に提供します。

 求められる行動
  ・私たちは、情報開示に関わる場合には関係法令・社内規則に準じた対応を行い、情報の正確性や
適時性に配慮した情報開示に努めます。
・私たちは、会社に影響を及ぼす重要な事実を認識した際は、関係部門（経営企画部、経理部、
総務・人事部等）へ直ちに連絡を行います。
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政治と行政
 会社の方針
・会社は、政治（政治団体・政治家）や行政（官公庁・公務員）と透明かつ公正な関係を保ち、
関係法令等を遵守します。

 求められる行動
・私たちは、不当な便宜を図る目的で政治家や公務員に対し、関係法令等で禁止されている贈答や
接待は行いません。
・私たちは、政府機関や官公庁との取引に際し、関係する内部情報を不適切に入手したり受領したり
しません。

社会貢献
 会社の方針
・会社は、製品・技術の提供をはじめとする事業活動を通じて、豊かで持続可能な社会の実現に貢献
するとともに、地域社会への社会貢献活動（ボランティア、各種支援活動等）にも積極的に取り組
んでいきます。

 求められる行動
  ・私たちは、会社の社会貢献活動に対する考え方を理解し、一人ひとりがボランティア活動などの社会
貢献活動にも積極的に参加します。

コンプライアンスの実践
 会社の方針
・会社は、社会からの信頼を高め、企業の社会的責任を果たしていくために、コンプライアンスの強化を
継続的に取り組みます。また、企業活動のみならず社会生活においても一人ひとりがコンプライアンス
に則った行動をとることを求めています。

 求められる行動
  ・私たちは、刑法犯罪・道路交通法に関わる法令および社内規則を遵守します。
・私たちは、他人を誹謗中傷する行為（SNSなどのインターネット書き込み含む）、名誉毀損に該当
することや著作物の違法コピーなど、社会人として許されない違法行為を行いません。
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